






























































現象が起きて る。 つま スポーツ・テクノロジ 高度化、いいかえれば人間では判別 きない状況を機械が代行すことが正当化され、この方向性に トップがかけられな という現実がある。機械の方が正確でミスがない
!? 





























る過程に注目され 。なぜ宗教なるもの 人々の間で共有され始めたのか 詳しく述べ ている。あるきっかけを境
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いち早く入手し それをスポーツ文化思考へと練り上げ れる姿は私たちへの叱咤激励であり 研究の方向性を示してくださっている。
 
 
稲垣先生は元本学客員教授（二〇〇九 ～二〇一二年）で
もあり、受講学生へ 影響はかなり強大であった。卒業生の中には講義シーンが今でも鮮烈に思い浮かべるこ ができるという者もいる。
 
 
稲垣先生は今年三月で喜寿を迎えられた。本号が私たちの
ささやかなお返しになれば幸甚である
  
 
 
 
二〇一五年五月三〇日
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